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4　生物進化論と社会発展論の類似点と相違点
　小売機関の変化を生物進化にアナロジーして分析する枠組の意義を考察したが、ここではそのアナ
ロジーの意義を踏まえた上で、いわゆる社会発展と生物進化の相違点に着目し、その対比によって社
会発展論に独自な特徴を明らかにすることにより、小売機関変化への進化論的アプローチに再検討を
加えたいと思う。
　村上教授の所説に従えぽ、生物進化と社会進化の相違点は2つある。すなわち、1つは進化の速
さ、もう1つは交配の有無、である。この点を「社会的r進化』のメカニズムは生物進化にくらべて
次のような特徴をもつだろう。第1にそれは速い。社会進化は世代という単位に拘束される必然性は
なく、時に『革命』はきわめて短時間に起る。第2はそれは交配する。異なった種は決して交配しな
いのに対して、異なった集団や社会はしぽしば成功裡に新たな複合社会を生み出す30）」と述べてい
る。そこで、これら2つの論点について検討を進めて行くことにする。
　まず、第1の論点は進化の速度である。これを考察するに当っては、ボールディソグの所説に注意
を向けるべきであろう。なぜなら、彼は進化をここで議論されているレベルよりも高い次元で考察し
ているからである。この考え方に立脚すれぽ、より包括的な議論が展開されるわけである。公文教授
はボールディソグの社会進化論を次のように概説している。
　「ボールディングは、そもそも進化というものは全宇宙を貫いて見られる普遍的な原則であると考
えている。ついでに言えぽ、文化進化論を呈える人類学者も、進化はもちろん文化だけのものではな
い、生物も進化するし、場合によっては地球も進化するといってよいかもしれず、それらの間には単
なるアナロジーという以上の同質の原則が働いている、という言い方をするが、ボールディソグはそ
れをさらに徹底させて、宇宙の進化を3つの大きな段階に分けてとらえようとする。すなわち、物質
の進化と生物の進化、それから人間あるいは社会の進化という3つの段階がそれである。
　第1の物質進化は素粒子の形成に始まって、いろいろな原子、それから化学物質を徐々に生み出し
ていった。そしてその時点でこの第1段階の進化過程はほぼ終了したと彼は考える。すなわち、少な
くともわれわれの住んでいるこの銀河系宇宙の中では、第1段階の進化過程はいまから30～40億年前
に終了した。したがって、その意味では物質の世界にいま見られる顕著な特性は、進化ではなく定常
性であり規則性である。そのために『科学』が非常にやりやすい。それから、また物質の世界では均
衡状態が支配的である。言いかえれぽ物理的な自然においては進化が終った、あるいは一たんストッ
プしているが故に、恒常的な法則性を示すのである。そしてそういう法則性の数学的な記述は、比較
的やさしい。しかしそこに至るまでの、つまり進化がある段階でさしあたり終了するまでのプロセス
を数学的に記述せよということになると、大変むずかしいだろう。
　そういった宇宙の物質進化がほぼ終了してしぼらくたったところで、今度は生物の進化が始まっ
た。それはある特殊な化学物質であるところのDNAつまり核酸の出現とともに始まった。　DNAの
出現と共に始まったこの第2段階の進化過程は、ホモサピエンス、つまりヒトを頂点とするさまざま
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な生物の種の形成をもたらしている。
　ところが、この生物進化という過程も、今日ではほぼ一段落している。現にわれわれの生きている
いまの世界の中でr種』が進化している、つまり新たな種が現在ただいま形成されつつある、という
ことはほとんどいえないと思われる。現に存在するさまざまな生物の種は、ずっと以前にできたもの
である。そうだとすると進化がいまでも活発に進んでいて、現在ただいま進化していて語ることに意
味がある対象があるとすれぽ、それは社会的な対象にほかならない。あるいは『人為物（artifacts）』
にほかならない。人為物の種とは、たとえば『小麦』r銀行』rハンバーガー』『大学』のようなもの
である31）。」
　このようなボールディソグの3段階からなる宇宙の進化という考え方に立てぽ、生物進化と社会進
化との進化の速度を現在の時点で比較して特徴づけを行なうよりもむしろ、宇宙の進化（物質進化→
生物進化→社会進化）という連続体の中でそれぞれの進化の位置づけと現在の時点での進化の達成度
とを評価して特徴づけることのほうが、重要であることが明らかになる。このような評価と特徴づけ
から、宇宙の進化が物質の進化から生物の進化へと移り、そして社会の進化へと進むにしたがって加
速度的に進化のスピードが速まっていることが理解される。それゆえに、社会は物質進化における数
十億年という気の遠くなるような時間や生物進化のような世代という単位の時間を必要とせずに進化
しているとも言えるであろう。また、この宇宙進化という考え方は、先に指摘した交配の有無を考え
る上にも有用であると思われる。
　次の論点は交配である。生物において異なった種は交配をしない。たとえ人工的に交配させても不
稔性32）となってしまう。たとえぽ、動物園でライオソとヒョウとをかけ合わせるとレオポンという雑
種の子供が生まれるがそれは一代雑種であり、その雑種同士のあいだでは子供は生まれないのであ
る。
　他方、社会における人為物の「種」は交配する。情報交換が交配に当たると考えられる。通常、そ
の主要な手段は言語である。だが、今日では言語だけでなく、他の様々な手段を用いて情報の交換が
行なわれてきている。一般的には、社会進化における種の交配としてこのような捉え方が妥当するの
であろうが、議論が抽象的になってしまうので、ここでは次のように問題を特定化したいと思う。つ
まり、小売営業形態という種の交配を技術転移と捉えて考察を進めていきたい。
　鈴木教授は小売経営技術の転移を次のように定義している。「小売経営技術の転移ないし伝播とは、
特定小売企業に蓄積されている小売経営技術が他の小売企業に移植・導入されることを意味するが、
同一企業に属しながら異なった地域に存在する事業所（店舗）の間における同様な事象にも拡大する
ことができる33）。」
　そして、その方法として3つの方法を示している。
　①AからBに人材が移行する。これはAで小売経営技術を習得した者がAとの関連を絶ってBに
就職あるいはBを創業する場合もあるが、Aの資本進出にともなって、あるいはAからBへ技術を供
与する’という契約に従って、永続的か一時的かの別があるが、人材が派遣される場合がある。
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　②Bの従業者がAから小売経営技術を受容する。これは正式にAにおいて教育・訓練を受けた
り、Aから派遣されたスタッフによって教育・訓練がなされる場合と、　Aにおいて小売経営技術が具
体化されているのを観察して習得する場合がある。小売業という事業が、店舗等を公開し、広く消費
者に情報伝達していることが後者のような方法を可能にしている。
　③第三者によって転移の媒介がなされる。その仲介者としては、Aにおいて経営技術の創案や具
体化に協力したコンサルタント、広告業者などの専門業者あるいはシ。一ケースやエレベータから建
物全体にいたる物的施設の供給業者（製造業者、卸売業者）などがあり、また外部からAを調査・研
究した者によってBに情報が伝達されることもある34）。
　このような小売経営技術の転移によって、成功を収めている営業形態の種は伝播してゆく。そこ
で、国や地域が異なっていても同形態の種としての類似性が生まれてくるわけである。また、この転
移という交配により、進化が一層推し進められると考えられる。このことが社会進化が生物進化より
も速いスピードで進化する1つの原因にもなっているのであろう。
　さて、これまでの議論からも明らかなように、宇宙の進化（物質進化→生物進化→社会進化）とい
う連続体を構成する一部分であるところの生物進化と社会進化は、本質的には共通した性質を持つと
考えることができる。だが、現在の時点で、それら2つの進化を比較すれぽ、当然相違点は指摘され
うるであろう。なぜなら、一方で生物進化は完成に近づいており、他方の社会進化は始まったばかり
であるからである。さらに物質進化と社会進化を対比すれぽ、より一層そのちがいは明白であろう。
このように進化の速度、種の交配の有無などの点で異なってはいるものの本質的には、進化にかわり
はないと考えられるのである。
5　おわりに
　生物進化論との対比によるモデルは、突然変異と自然淘汰のメカニズムからなるダーウィソの進化
論の視角から、進化を4つの変化（累積的変化・指向的変化・動機づけられた変化・パターン化した
変化）の現象の合成と捉え、この4つの変化の合成という分析的枠組で小売営業形態の変化のプロセ
ス（メカニズム）の分析を行なうものである。たしかに、社会進化と生物進化は、進化の速度や種の
交配の有無という点で異なっているが、宇宙の進化（物質進化→生物進化→社会進化）という連続体
を構成する一部分であるところから本質的には共通する原則に則っていると考えられる。これらを踏
まえた上で、小売機関の変化の解明をより一層進展させる意図のもとに進化論的アプローチの意義を
提唱したわけである。
　このような小売機関の変化へ進化論的アプローチを行なうことは、その変化のメカニズムを明らか
にするばかりではない。進化論的アプローチは小売の理論的研究における他のテーマに対して、新た
な角度からの分析に貢献すると思われる。その1つは、小売業の分類に関する問題である。冒頭にお
いても述べたように、小売業を分類することはその研究の前提となる。その分類に従って小売営業形
態を定義するわけであるが、実際には、この定義づけはたやすいことではない。なぜなら、各々の営
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業形態は様々な進化を遂げてきたからである。たしかに、各々の形態に関する超歴史的な定義づけを
行うなうことが最も望ましいわけであるが、それを求めるのは困難であろう。つまり、超歴史的な定
義ができないのは、それだけ小売営業形態が著しい進化を遂げてきているという1つのaflPtとして理
解されうるのである。
　また、新営業形態の開発というテーマにおいてもこのアプローチは有用である。進化論的アプロー
チにより、小売営業形態の変化を考えるならぽ、小売営業形態の進化系統の中の1つに位置づけられ
る各々の形態は他の形態となんらかのかかわりを持っていると考えられる。すると、全く新しい営業
形態というものは出現するとは考えられないはずである。換言すれぽ、全く新しいと見える営業形態
もその進化系統をたどれぽ、どこかにその祖先が見い出されることになる。つまり、新営業形態開発
とは、その祖先（過去において蓄積された、あるいは実証された知識や技tt）の現在化であると言え
るであろう。したがって、新営業形態開発においても、この進化系統の中での位置づけは重要なもの
となると思われる。
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